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早
稲
田
大
学
の
創
設
者
は
大
隈
重
信
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
東
京
専
門
学
校
創
立
か
ら
、
早
稲
田
大
学
へ
と
発
展
し
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、
長
ら
く
そ
の
運
営
の
実
務
を
担
い
続
け
た
の
は
、
高
田
早
苗
・

市
島
謙
吉
・
坪
内
逍
遥
・
天
野
為
之
の
い
わ
ゆ
る
「
早
稲
田
四
尊
」
と
呼

ば
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
東
京
大
学
の
同
級
生
で
あ

り
、
二
〇
一
〇
年
は
、
彼
ら
の
生
誕
か
ら
数
え
て
一
五
〇
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
当
た
る
。

　

四
尊
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
高
田
早
苗
は
、
東
京
専
門
学
校
創
設
時

か
ら
教
壇
に
立
ち
、
早
稲
田
大
学
の
初
代
学
長
・
三
代
総
長
を
つ
と
め
る

な
ど
、
小
野
梓
没
後
の
学
苑
運
営
の
中
核
を
担
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
大

学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
秋
季
企
画
展
「
高
田
早
苗
展
」
を
開
催
し
、

二
〇
一
〇
年
度
秋
季
企
画
展

　
　
　
　
「
早
稲
田
四
尊
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

高
田
早
苗
展
」真

辺

将

之

左より高田早苗・天野為之・坪内逍遥
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早
稲
田
大
学
の
育
成
に
果
た
し
た
高
田
早
苗
の
役
割
を
追
う
と
と
も
に
、
政
治
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
な
ど
高
田
早
苗
の
多

面
的
な
活
動
に
も
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
高
田
早
苗
の
多
方
面
に
わ
た
る
先
駆
的
な
業
績
を
こ
の
機
会
に
少
し
で
も
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

チラシ表

展示風景
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一　

生
い
立
ち

　

高
田
早
苗
は
、
一
八
六
〇
年
三
月
一
四
日
、
江
戸
・
深
川
の
伊
予
橋
通
り
（
現
東
京
都
江
東
区
）
に
生
ま
れ
た
。
姓
は
「
た
か
た
」
と
濁

ら
ず
に
読
む
。
高
田
家
は
、
享
保
年
間
に
紀
州
和
歌
山
の
商
人
高
田
茂
右
衛
門
が
徳
川
吉
宗
の
将
軍
就
任
に
伴
っ
て
江
戸
に
出
、
幕
府
か

ら
通
船
事
業
の
特
許
を
受
け
て
財
を
な
し
た
。
曽
祖
父
に
あ
た
る
高
田
与
清
は
、「
小
山
田
与
清
」
の
名
で
、
国
学
の
四
大
人
の
一
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
維
新
前
後
の
混
乱
の
中
で
高
田
家
は
家
財
を
蕩
尽
し
、
早
苗
の
幼
年
期
に
は
そ
の
日
の
生
活
に
も
困
る
ほ

ど
の
状
態
に
陥
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
早
苗
は
学
問
を
志
し
、
東
京
開
成
学
校
に
入
学
、
さ
ら
に
東
京
大
学
大
学
部
へ
と
進

学
す
る
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
高
田
早
苗
年
譜
（
パ
ネ
ル
）

○
高
田
家
系
図
（
パ
ネ
ル
）

○
高
田
早
苗
肖
像
（
埴
原
久
和
代
画
、
一
九
二
四
年
。
会
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵
絵
画
一
四
七
）

○
『
半
峰
昔
ば
な
し
』（
一
九
二
七
年
刊
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

五
）

市
島
謙
吉
・
坪
内
逍
遥
の
熱
心
な
勧
め
に
応
じ
、
自
分
の
経
歴
を
語
っ
た
自
伝
。
明
治
史
の
貴
重
な
証
言
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
。

○
薄
田
貞
敬
編
『
高
田
半
峰
片
影
』（
一
九
四
〇
年
刊
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
二︲
一
）
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『
半
峰
昔
ば
な
し
』
の
筆
記
者
で
あ
る
薄
田
貞
敬
（
斬
雲
）
が
、
高
田
の
旧
知
の
人
々
を
訪
問
し
て
材
料
を
集
め
執
筆
し
た
高
田
早
苗

の
外
伝
。

○
京
口
元
吉
著
『
高
田
早
苗
伝
』（
一
九
六
二
年
刊
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
二︲

二
）

早
稲
田
大
学
創
立
八
〇
周
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
、
高
田
早
苗
の
唯
一
の
伝
記
。

○
『
高
田
早
苗
の
総
合
的
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
刊
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
三︲

一
七
）

教
育
者
、
政
治
家
、
政
治
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
経
営
者
な
ど
の
高
田
の
多
面
的
な
活
動
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

○
小
山
田
与
清
肖
像
（
写
真
パ
ネ
ル
、
原
本
は
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

高
田
家
六
代
目
の
高
田
与
清
（
一
七
八
三
〜
一
八
四
七
年
）
は
、
武
州
多
摩
郡
小
山
田
村
出
身
の
国
学
者
で
、
高
田
早
苗
の
曽
祖
父
に
あ

た
る
。
一
般
に
は
隠
居
後
の
小
山
田
与
清
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
平
田
篤
胤
・
伴
信
友
と
並
ん
で
国
学
の
三
大
家
と
称
さ
れ
た
。
早

苗
は
『
読
売
新
聞
』
社
説
な
ど
で
「
松ま
つ
の
や屋
主
人
」
の
筆
名
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
小
山
田
与
清
が
そ
の
書
斎
の
名
か
ら
「
松
屋
」

と
号
し
た
の
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○
松
屋
筆
記
（
図
書
館
所
蔵
イ
五︲

一
九
三
一︲

一
〜
二
〇
）

小
山
田
与
清
の
自
筆
稿
本
。
一
九
〇
八
年
、
高
田
早
苗
の
協
力
を
得
て
国
書
刊
行
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
二
七
年
に
高
田

は
本
筆
記
を
は
じ
め
と
す
る
小
山
田
与
清
関
係
資
料
を
図
書
館
に
一
括
寄
贈
し
た
。

○
高
田
貢
平
肖
像
（
写
真
パ
ネ
ル
、
二
世
五
世
田
芳
柳
画
。
原
本
は
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

早
苗
の
父
。
も
と
の
名
を
高
田
小
太
郎
（
清
常
）
と
い
い
、
維
新
後
貢
平
と
改
名
し
た
。

○
高
田
文
肖
像
（
写
真
パ
ネ
ル
、
二
世
五
世
田
芳
柳
画
。
原
本
は
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

早
苗
の
母
。
小
山
田
与
清
の
門
人
で
幕
臣
の
富
田
命
孝
の
二
女
。
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○
七
歳
の
高
田
早
苗
と
母
（『
半
峰
昔
ば
な
し
』
よ
り
。
写
真
パ
ネ
ル
）

　

高
田
家
所
蔵
の
写
真
類
は
戦
災
で
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
自
伝
に
収
録
さ
れ
た
こ
の
写
真
は
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
早
苗

の
幼
少
期
を
伝
え
る
唯
一
の
も
の
。

二　

東
京
専
門
学
校
の
創
設
と
高
田
早
苗

　

早
稲
田
大
学
の
前
身
・
東
京
専
門
学
校
を
創
設
し
た
の
は
大
隈
重
信
だ
が
、実
際
に
そ
の
運
営
の
実
務
を
担
っ
た
の
は
、大
隈
の
ブ
レ
ー

ン
・
小
野
梓
と
、
高
田
早
苗
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
八
八
二
年
七
月
、
高
田
は
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
す
る
と
、

文
部
省
か
ら
の
任
官
の
誘
い
を
断
り
、
東
京
専
門
学
校
の
創
立
に
参
加
す
る
。
高
田
は
、
校
規
の
起
案
、
学
生
募
集
広
告
の
創
案
、
学
科

課
程
の
編
成
や
担
任
講
師
の
手
配
な
ど
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
の
ち
に
は
学
監
と
し
て
学
校
運
営

の
中
核
を
担
い
、
東
京
専
門
学
校
を
早
稲
田
大
学
へ
と
発
展
さ
せ
る
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
東
京
大
学
学
生
・
高
田
早
苗
（
砂
川
富
子
氏
所
蔵
写
真
よ
り
。
パ
ネ
ル
）

前
列
左
が
高
田
早
苗
。
右
は
砂
川
雄
峻
。
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
の
は
渡
辺
安
積
。
砂
川
は
東
京
専
門
学
校
創
設
に
参
加
、
関
西
組
合
代

言
人
会
長
、
関
西
法
律
学
校
（
現
・
関
西
大
学
）
講
師
・
理
事
を
つ
と
め
、
一
九
三
三
年
に
没
。
渡
辺
は
東
京
日
日
新
聞
に
入
り
、
英

吉
利
法
律
学
校
（
現
・
中
央
大
学
）
の
創
設
に
参
加
、
農
商
務
省
に
入
省
す
る
も
一
八
八
七
年
に
没
。

○
東
京
大
学
卒
業
写
真
（
一
八
八
二
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真
Ｂ
四
三︲

〇
一
）
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第
二
列
左
か
ら
二
人
目
が
高
田
。
周
り
の
学
友
た
ち
に
比
べ
背
が
高
い
。

○
フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
述
『
哲
学
講
義
』（
図
書
館
所
蔵
イ
四︲

一
九
一
九︲

六
九
八
）

東
京
大
学
在
学
中
の
市
島
謙
吉
が
一
八
七
九
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
フ
ェ
ノ
ロ

サ
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
。
高
田
も
市
島
と
一
緒
に
こ
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
。

○
『
東
京
専
門
学
校
年
報 

明
治
十
五
年
度
』（
一
八
八
三
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｅ

二
二︲

五︲

一
）

東
京
専
門
学
校
第
一
年
目
の
公
式
記
録
。
欧
米
史
・
憲
法
史
・
行
政
法
・
社
会
学
・
貨

幣
論
・
租
税
論
な
ど
多
く
の
科
目
を
担
当
し
た
高
田
早
苗
の
授
業
報
告
も
載
っ
て
い

る
。

○
『
主
権
論
』（
一
八
八
二
年
。
図
書
館
所
蔵
「
稲
門
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
五
六
六
五
）

山
田
喜
之
助
・
岡
山
兼
吉
・
山
田
一
郎
・
市
島
謙
吉
と
分
担
執
筆
し
、
東
京
大
学
卒
業

直
前
に
出
版
さ
れ
た
。
高
田
に
と
っ
て
最
初
の
単
行
書
。

○
東
京
専
門
学
校
第
一
回
卒
業
記
念
写
真
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真
Ｂ
四
三︲

〇
三
）

一
八
八
四
年
七
月
二
六
日
、
第
一
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
一
一
名
が
学
窓
を
巣
立
っ

た
。
大
隈
重
信
・
小
野
梓
・
高
田
早
苗
ら
の
姿
が
校
舎
入
り
口
に
見
ら
れ
る
。

○
坪
内
逍
遥
と
高
田
早
苗
（
演
劇
博
物
館
所
蔵
写
真
を
パ
ネ
ル
化
）

坪
内
が
留
年
の
た
め
一
年
遅
れ
て
一
八
八
三
年
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
時
に
撮
影
。

○
『
小
説
神
髄
』
と
『
当
世
書
生
気
質
』（
図
書
館
所
蔵
文
庫
一
四︲

Ｄ
三
三
〇
、
Ｄ
三
六
九
）

東京大学学生高田早苗
（前列右）

東京大学卒業写真
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日
本
近
代
文
学
を
打
ち
た
て
た
一
八
八
五
〜
八
六
年
発
表
の
記
念
碑
的
作
品
。
書
生

気
質
に
登
場
す
る
「
小
町
田
粲
爾
」
は
高
田
早
苗
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。

○
講
師
と
生
徒
（
一
八
八
五
年
。
演
劇
博
物
館
所
蔵
写
真
）

前
列
右
か
ら
坪
内
・
天
野
・
高
田
が
写
っ
て
い
る
。

○
『
東
京
専
門
学
校
壁
書
写
』（
一
八
九
〇
年
。
図
書
館
所
蔵
ト
一
〇︲

一
一
九
一
）

生
徒
に
よ
る
落
書
き
を
写
し
取
っ
た
も
の
。
生
徒
の
講
師
評
価
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

○
早
稲
田
付
近
（
河
合
玉
堂
画
、
一
八
九
七
年
冬
。
図
書
館
所
蔵
絵
画
チ
四︲

六
三
〇
〇
）

戸
山
ヶ
原
近
辺
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遠
景
に
は
農
夫
が
牛
を
牽
い
て
い

て
、
早
稲
田
付
近
が
ま
だ
の
ど
か
な
農
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
河
合

玉
堂
は
橋
本
雅
邦
門
下
で
、
一
九
四
〇
年
に
文
化
勲
章
を
受
賞
。

○
東
京
専
門
学
校
学
監
印
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

一
九
〇
〇
年
に
高
田
は
新
設
の
学
監
に
就
任
し
た
。
校
長
の
下
、
学
校
の
教

務
一
切
を
取
り
仕
切
る
立
場
に
あ
っ
た
。
最
大
の
課
題
は
東
京
専
門
学
校
を

早
稲
田
大
学
へ
改
組
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

東京専門学校第一回卒業記念写真

坪内逍遥と高田早苗
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三　

早
稲
田
大
学
と
高
田
早
苗

　

一
九
〇
二
年
、
東
京
専
門
学
校
は
早
稲
田
大
学
と
改
称
す
る
。
そ
の
初
代
学
長
に
就
任
し
た
の
が
高
田
早
苗
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年

に
文
部
大
臣
就
任
の
た
め
に
学
長
を
辞
し
、
そ
の
後
「
早
稲
田
騒
動
」
に
よ
り
学
苑
を
一
旦
は
離
れ
る
が
、
一
九
一
八
年
に
早
稲
田
大
学

が
大
学
令
に
基
づ
く
正
式
な
大
学
に
昇
格
し
、
一
九
二
二
年
に
大
隈
重
信
が
没
す
る
と
、
高
田
は
学
苑
を
代
表
す
る
総
長
と
し
て
大
学
運

営
に
復
帰
す
る
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
半
峰
先
生
游
支
消
息
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
五
年
外
岡
明
氏
寄
贈
）

一
九
〇
五
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
、
中
国
を
視
察
し
た
際
に
妻
に
贈
っ
た
手
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の
。
こ
の
視
察
の
成
果
を
も
と
に
し

て
、
同
年
秋
、
早
稲
田
大
学
に
清
国
留
学
生
部
が
設
置
さ
れ
た
。

○
『
早
稲
田
大
学
第
二
期
計
画
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｅ
一
四︲

一
）

一
九
〇
八
年
、
医
科
と
理
工
科
の
新
設
を
目
玉
と
す
る
第
二
期
計
画
案
が
策
定
さ
れ
る
。
高
田
は
計
画
実
現
を
め
ざ
し
て
基
金
を
募
集

す
る
た
め
、
日
本
全
国
を
飛
び
回
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
一
九
一
〇
年
に
理
工
科
が
開
設
さ
れ
る
。

○
大
隈
重
信
宛
高
田
早
苗
書
翰
（
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
Ｂ
一
九
八
八
）

早
稲
田
大
学
校
友
会
は
、
一
九
一
四
年
、
高
田
の
長
年
の
功
績
に
報
い
る
た
め
、
高
田
に
欧
米
巡
遊
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
そ
の

旅
行
中
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
、
八
月
二
六
日
付
の
こ
の
書
翰
は
そ
の
模
様
を
大
隈
に
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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○
洋
行
中
の
高
田
早
苗
ら
（『
半
峰
昔
ば
な
し
』
よ
り
。
写
真
パ
ネ
ル
）

左
か
ら
大
山
郁
夫
・
増
田
義
一
・
高
田
早
苗
・
寺
尾
元
彦
・
橘
静
二
。

○
高
田
早
苗
宛
佐
竹
作
太
郎
書
翰
（
一
九
一
一
年
五
月
二
三
日
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
安
部
磯
雄
文
庫
」
Ⅱ︲

Ｄ︲

一
、
二
）

安
部
磯
雄
が
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
に
「
東
京
電
燈
会
社
に
対
し
電
燈
料
の
五
割
減
を
要
求
す
」
を
掲
載
し
た
の
に
対
し
、
東
京
電
燈

会
社
社
長
佐
竹
作
太
郎
は
早
稲
田
大
学
学
長
高
田
に
安
部
訓
戒
を
要
求
し
た
。

○
佐
竹
作
太
郎
宛
高
田
早
苗
書
翰
控
（
一
九
一
一
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
安
部
磯
雄
文
庫
」
Ⅱ︲

Ｄ︲

三
）

安
部
へ
の
訓
戒
を
求
め
ら
れ
た
高
田
は
、「
元
来
安
部
氏
一
個
と
し
て
自
家
の
所
信
を
発
表
い
た
し
候
次
第
に
て
、
何
分
大
学
当
事
者

た
る
小
生
よ
り
掣
肘
を
加
え
、
又
は
反
省
を
求
め
候
筋
合
い
」
は
な
い
と
し
て
、
東
京
電
燈
会
社
社
長
の
要
求
を
断
っ
た
。
社
会
主
義

者
で
あ
る
安
部
が
、
早
稲
田
大
学
に
籍
を
置
き
な
が
ら
存
分
に
言
論
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
高
田
早
苗
と
大
隈
重
信
の
理

解
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

○
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
原
案
」（
一
九
一
七
年
。
図
書
館
所
蔵
ト
一
〇︲

二
七
三
九
）

大
正
期
に
入
る
と
、
卒
業
生
が
母
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
若
手
教
員
は
、
折
か
ら
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
雰
囲
気

の
中
で
、
自
ら
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
」
と
称
し
て
早
稲
田
大
学
改
革
を
協
議
し
た
。
高
田
早
苗
文
相
の
秘
書
官
も
務
め
た
橘
静
二
は
彼

ら
の
意
見
を
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ツ
原
案
」
に
ま
と
め
、
文
相
退
任
後
の
高
田
早
苗
が
学
長
に
復
帰
し
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

「
早
稲
田
騒
動
」
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

○
『
早
稲
田
大
学
紛
擾
秘
史
』（
図
書
館
所
蔵
ト
一
〇︲

一
七
七
二
）

文
部
大
臣
退
任
後
の
高
田
が
大
学
総
長
に
復
帰
す
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
り
、
大
学
内
は
真
っ
二
つ
に
分
れ
る
。
新
聞
や
雑
誌
は
こ
の

「
早
稲
田
騒
動
」
を
盛
ん
に
報
道
し
、
結
局
、
高
田
早
苗
と
天
野
為
之
前
学
長
の
両
者
が
大
学
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
早
稲
田
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大
学
紛
擾
秘
史
』
は
、
高
田
の
命
に
よ
り
、
騒
動
の
経
過
を
克
明
に
記
し
た
も
の
。

○
『
高
田
早
苗
直
話
筆
記
』（
図
書
館
所
蔵
ト
一
〇︲

二
〇
六
七
）

高
田
自
身
も
「
早
稲
田
騒
動
」
の
経
緯
を
語
り
残
し
た
。

○
書
幅
「
早
稲
田
大
学
教
旨
」（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

「
学
問
の
独
立
」「
学
問
の
活
用
」「
模
範
国
民
の
造
就
」
の
三
つ
を
柱
と
す
る
早
稲
田
大
学
教
旨
は
、
高
田
が
中
心
と
な
っ
て
起
草
し
、

一
九
一
三
年
、
創
立
三
〇
周
年
式
典
に
際
し
て
大
隈
重
信
総
長
が
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
高
田
が
総
長
引
退
の
一
九
三
一
年
に
書
い
た
も

の
。

○
「
前
総
長
高
田
先
生
銅
像
建
設
基
金
募
集
の
趣
旨
」（
一
九
三
二
年
一
月
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
三︲

八
）

一
九
三
一
年
に
高
田
早
苗
が
総
長
を
引
退
す
る
と
、
校
友
会
は
高
田
の
銅
像
建
設
を
決
議
し
、
募
金
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
ビ
ラ
は

そ
の
募
金
を
呼
び
か
け
た
も
の
。
一
九
三
二
年
一
〇
月
、
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
当
日
に
、
大
隈
重
信
の
銅
像
と
と
も
に
除
幕
式
が

行
な
わ
れ
た
。
銅
像
は
現
在
も
、
大
隈
重
信
像
の
左
前
に
た
た
ず
ん

で
い
る
。

○
高
田
早
苗
銅
像
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真
Ｂ
九
一︲

一
一
、
Ｂ
一

〇
〇︲

〇
四
）

背
景
に
写
る
恩
賜
記
念
館
は
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、
高
田
の
銅
像
は

大
隈
銅
像
の
か
た
わ
ら
で
現
在
も
学
生
を
見
守
っ
て
い
る
。

○
書
幅
「
早
稲
田
学
園
に
関
す
る
歌
と
句
」（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

高
田
が
早
稲
田
大
学
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て

高田早苗銅像
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く
る
。

○
古
稀
祝
賀
会
に
て
（
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
〇
日
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写

真
Ｂ
九
一︲

一
二
）

左
よ
り
市
島
謙
吉
・
高
田
・
坪
内
・
浮
田
和
民
。
署
名
は
各
人
の
自
筆
。

○
信
夫
淳
平
宛
高
田
早
苗
書
翰
（
一
九
二
六
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

政
治
経
済
学
部
に
国
際
政
治
学
に
関
す
る
科
目
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
き
、
そ

の
道
の
大
家
信
夫
淳
平
（
一
八
九
〇
年
英
語
普
通
科
卒
）
に
意
見
を
求
め
た
書
翰
。

○
「
学
制
改
革
大
体
方
針
案
」（
一
九
三
一
年
。
図
書
館
所
蔵
ト
一
〇︲

二
一
六
九
）

総
長
高
田
が
自
ら
起
草
し
、
教
務
幹
事
岡
村
千
曳
に
宛
て
た
も
の
。
帝
国
大
学

の
模
倣
を
や
め
、「
可
成
独
自
的
工
夫
」
を
こ
ら
す
べ
し
と
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
発
議
に
よ
り
、
自
学
自
修
を
重
視
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
推
進
さ
れ

た
。

○
高
田
基
金
通
知
簿
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
三
号
館
旧
蔵
資
料
」
三
二︲

一
〇
五
、
三
四︲

三
六
、
三
四︲

四
〇
）

一
九
二
九
年
、
有
志
は
高
田
早
苗
の
古
稀
を
祝
う
と
同
時
に
、
長
年
の
功
労
に
報
い
る
た
め
「
高
田
早
苗
先
生
記
念
基
金
」
を
募
集
し

た
。
高
田
は
こ
れ
を
「
高
田
基
金
」
と
し
て
全
額
大
学
に
寄
附
し
、
以
後
こ
の
基
金
は
教
職
員
の
退
職
金
に
充
当
さ
れ
る
。

○
高
田
早
苗
辞
表
（
一
九
三
一
年
。
早
稲
田
大
学
法
人
課
所
蔵
「
評
議
員
会
記
録
」）

一
九
三
一
年
、
高
田
は
総
長
を
辞
任
す
る
。
大
学
は
「
名
誉
総
長
」
の
称
号
を
贈
ろ
う
と
し
た
が
、
高
田
は
完
全
な
る
自
由
人
と
し
て

余
生
を
送
り
た
い
と
言
っ
て
こ
の
申
し
出
を
断
っ
た
。

古稀祝賀会にて
（左より市島謙吉・高田早苗・坪内逍遥・浮田和民）
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○
高
田
早
苗
銅
像
（
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
三
年
度
寄
贈
資
料
）

一
九
三
二
年
一
〇
月
、
中
央
校
庭
の
高
田
早
苗
銅
像
が
作
ら
れ
た
際
、
そ
れ
を
模
し
て
作
ら
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
。

四　

政
治
学
者
高
田
早
苗

　

高
田
早
苗
は
東
京
大
学
で
英
米
流
の
政
治
学
を
は
じ
め
と
す
る
最
新
の
学
問
を
学
び
、
以
後
、
政
治
学
は
も
ち
ろ
ん
、
貨
幣
論
・
租
税

論
等
の
経
済
学
関
係
の
も
の
や
、
美
辞
学
（
修
辞
学
）
な
ど
、
広
い
範
囲
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
。
高
田
の
学
問
の
特
色
は
そ
の
先
駆

性
に
あ
り
、
つ
ね
に
世
界
の
最
先
端
を
い
く
新
し
い
学
問
を
日
本
に
紹
介
し
つ
づ
け
た
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
『
通
信
教
授
政
治
学
』（
一
八
九
一
年
。
図
書
館
所
蔵
カ
二︲

六
一
四
）

通
信
講
学
会
よ
り
分
冊
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
合
冊
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
初
期
の
高
田
の
政
治
学
は
範
を
イ
ギ
リ
ス
政
治
学
に

と
っ
て
い
た
。
そ
の
特
徴
は
、
抽
象
的
・
観
念
的
な
議
論
を
避
け
、
具
体
的
・
実
証
的
な
議
論
を
軸
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

○
『
政
治
汎
論
』（
一
八
九
五
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲
一
）

東
京
専
門
学
校
出
版
部
か
ら
早
稲
田
叢
書
の
第
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
で
、
の
ち
第
二
八
代
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
統
領
に
就
任
し
た
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
のT

he State
の
翻
訳
で
あ
る
。

○
『
国
家
学
原
理
』（
一
九
〇
〇
年
頃
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
〇︲

四
）

東
京
専
門
学
校
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
。『
国
家
学
原
理
』
に
は
い
く
つ
か
の
版
が
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
一
九
〇
〇
年
の
前
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後
数
年
に
ま
た
が
る
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
の
高
田
は
、
当

時
流
行
の
ド
イ
ツ
政
治
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

○
『
政
体
論
備
考
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

七
）

東
京
専
門
学
校
で
の
高
田
早
苗
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
。
筆
記
者
は
不

明
。

○
高
田
早
苗
講
述
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』（
図
書
館
所
蔵
特
ヌ
六︲

九
二
一
六︲

Ａ

四
）

の
ち
に
衆
議
院
議
長
と
な
る
小
山
松
寿
（
一
八
九
五
年
邦
語
政
治
科
卒
）
の
受
講
ノ
ー
ト
。

○
『
明
治
四
捨
年
六
月
調 

高
田
氏
寄
託
図
書
目
録
』（
図
書
館
所
蔵
特
ト
一
〇︲

二
六
九
二︲

二
二
）

高
田
は
、
学
校
に
備
え
る
べ
き
と
考
え
た
欧
米
最
新
の
学
術
書
を
し
ば
し
ば
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
る
。

○
林
董
『
自
治
論
』（
図
書
館
所
蔵
カ
〇
一︲

五
六
一
八
）

○
堀
口
昇
『
政
学
』（
図
書
館
所
蔵
カ
〇
二︲

三
二
二
）

○
大
石
正
巳
『
政
経
』（
図
書
館
所
蔵
カ
〇
二︲

三
二
一
）

リ
ー
バ
ー
や
ウ
ー
ル
ジ
ー
の
学
説
は
高
田
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
翻
訳
書
。

五　

政
治
家
高
田
早
苗

　

一
八
九
〇
年
、
高
田
早
苗
は
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
埼
玉
県
第
二
区
か
ら
立
候
補
し
当
選
、
以
後
合
計
六
回
の
選
挙
に
当
選
し
、

ウィルソン著・高田早苗訳
『政治汎論』
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議
会
の
回
次
に
し
て
一
四
回
の
議
会
を
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
動
し
た
。
高
田
は
一
貫
し
て
改
進
党
系
の
政
党
（
立
憲
改
進
党
↓
進
歩
党
↓

憲
政
党
↓
憲
政
本
党
）
に
所
属
。
早
稲
田
大
学
の
経
営
に
専
念
す
る
た
め
一
九
〇
四
年
以
降
立
候
補
せ
ず
、
政
界
を
引
退
し
た
が
、
一
九
一

四
年
に
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
が
誕
生
し
、
翌
年
内
閣
改
造
が
行
な
わ
れ
る
と
、
文
部
大
臣
に
就
任
し
、
再
び
政
界
で
活
動
す
る
こ
と
と

な
る
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
立
憲
改
進
党
解
党
反
対
意
見
書
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
大
隈
信
幸
氏
寄
贈
文
書
」
一
二︲

二
）

一
八
八
四
年
一
〇
月
、
立
憲
改
進
党
解
党
問
題
が
起
っ
た
際
に
高
田
早
苗
ら
鷗
渡
会
関
係
者
が
連
名
で
総
理
大
隈
重
信
に
提
出
し
た
も

の
。
提
出
の
甲
斐
な
く
、
一
二
月
一
七
日
、
大
隈
は
改
進
党
を
脱
退
し
て
し
ま
う
。

○
錦
絵
「
帝
国
衆
議
院
会
議
之
図
」（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
二︲

一
〇︲

三
）

上
部
欄
内
中
央
付
近
「
埼
玉
県
」
の
項
に
「
入
間
外
三　

高
田
早
苗
」
の
名
前
が
見
え
る
。

○
第
一
回
総
選
挙
に
当
選
（『
半
峰
昔
ば
な
し
』
よ
り
。
写
真
パ
ネ
ル
）

高
田
は
当
時
の
新
聞
で
し
ば
し
ば
「
議
会
一
の
美
丈
夫
」「
改
進
党
の
張
子
房
」
な
ど
と
そ
の
風
貌
を
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。

○
高
田
早
苗
遭
難
時
の
着
衣
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

第
三
議
会
開
会
中
の
一
八
九
二
年
五
月
三
〇
日
、
高
田
は
玄
洋
社
の
壮
士
四
名
に
襲
撃
さ
れ
、
全
治
一
ヶ
月
の
刀
傷
を
負
う
と
い
う
災

難
に
も
遭
っ
た
。

○
『
明
治
二
十
五
年
五
月
高
田
早
苗
遭
難
事
件
諸
用
留
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
高
田
文
庫
）

診
断
書
・
予
審
調
書
等
の
写
や
、
高
田
へ
の
見
舞
品
控
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
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○
『
明
治
三
十
五
年
衆
議
院
選
挙
高
田
早
苗
選
挙
資
料
綴
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
高
田
文

庫
）

選
挙
に
際
し
て
の
地
元
民
か
ら
の
高
田
へ
の
推
薦
状
や
、
投
票
者
名
が
記
さ
れ
た
資
料
な
ど

が
綴
ら
れ
て
い
る
。

○
高
田
早
苗
立
候
補
宣
言
書
（
図
書
館
所
蔵
カ
一︲

五
〇
〇
〇
）

一
九
〇
二
年
の
第
七
回
総
選
挙
に
出
馬
す
る
覚
悟
を
つ
づ
っ
た
自
筆
草
稿
。

○
「
議
政
壇
上
を
飾
っ
た
名
演
説
・
高
田
早
苗
」（『
国
会
画
報
』
一
九
八
九
年
一
二
月
号
、
大
学
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
三︲

一
二
）

一
九
〇
二
年
、
教
科
書
疑
獄
事
件
に
際
し
て
政
府
を
追
及
し
た
際
の
演
説
は
、
議
会
史
上
の

名
演
説
と
し
て
今
日
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

○
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
の
閣
僚
（
一
九
一
五
年
八
月
一
〇
日
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真

Ｂ
八
一︲
九
）

内
閣
改
造
の
際
、
高
田
早
苗
（
和
服
姿
）
は
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
。

○
第
四
回
日
露
協
約
調
印
祝
賀
午
餐
会
記
念
（
一
九
一
六
年
七
月
八
日
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
写
真
Ｂ
八
一︲

五
）

ロ
シ
ア
政
府
外
交
団
と
と
も
に
。
前
列
中
央
が
大
隈
重
信
首
相
、
前
列
左
よ
り
二
人
目
が
高

田
早
苗
文
相
。

○
高
田
早
苗
肖
像
（
小
山
栄
達
画
、
尾
崎
行
雄
賛
。
図
書
館
所
蔵
ヌ
六︲

九
二
二
一
）

第四回日露協約調印祝賀午餐会記念 第二次大隈重信内閣の閣僚
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賛
を
寄
せ
た
尾
崎
行
雄
は
、
立
憲
改
進
党
結
成
以
来
の
高
田
の
政
友
で
あ
り
、
第
一

次
大
隈
内
閣
の
文
部
大
臣
、
第
二
次
大
隈
内
閣
の
司
法
大
臣
を
務
め
た
。

○
高
田
早
苗
「
大
学
令
要
項
」（
パ
ネ
ル
）

高
田
は
私
立
大
学
を
も
正
規
の
大
学
と
し
て
認
め
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
が
、
文

部
大
臣
に
就
任
す
る
と
、
自
ら
ま
と
め
た
「
大
学
令
要
項
」
を
教
育
調
査
会
に
諮
問

し
た
。
戦
後
の
新
制
大
学
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
高
田
案
は
、
守
旧
派
の
抵
抗
に

あ
っ
て
審
議
が
長
引
く
う
ち
に
、
大
隈
内
閣
が
総
辞
職
し
た
た
め
審
議
未
了
と
な
っ

た
。

○
大
礼
服
姿
の
文
部
大
臣
高
田
早
苗
（
一
九
一
五
年
。
高
田
興
治
氏
所
蔵
写
真
を
パ
ネ
ル
化
）

京
都
で
大
正
天
皇
の
即
位
礼
に
参
列
し
た
折
に
撮
影
。

六　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
高
田
早
苗

　

高
田
は
一
八
八
六
年
一
月
に
読
売
新
聞
の
社
説
執
筆
者
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
時
折
「
松
屋
主
人
」
の
筆
名
で
論
説
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

る
。
つ
い
で
一
八
八
七
年
一
〇
月
一
日
、
同
紙
の
主
筆
に
就
任
、
紙
面
改
革
を
断
行
し
、
著
名
な
文
学
者
た
ち
を
招
聘
し
て
文
学
新
聞
と

し
て
の
名
を
高
か
ら
し
め
る
一
方
で
、「
国
会
問
答
」「
通
俗
大
日
本
帝
国
憲
法
註
釈
」
な
ど
の
わ
か
り
や
す
い
政
治
論
説
を
掲
載
し
て
、

憲
法
開
設
・
議
会
開
設
に
む
け
て
の
啓
蒙
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
こ
う
し
た
紙
面
改
革
の
効
果
あ
っ
て
、
読
売
新
聞
の
売
上
は
飛
躍

的
に
伸
び
た
。

文部大臣時代の高田早苗夫妻
（大正天皇即位大礼時）
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﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
『
国
会
問
答
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

一
三
）

一
八
八
七
年
一
〇
月
一
日
よ
り
翌
年
七
月
二
二
日
ま
で
一
〇
ヶ
月
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。
通
俗
的
な
文
体
で
、
国
会
の
仕
組
み
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
連
載
は
大
好
評
で
、
た
め
に
読
売
の
売
上
は
大
幅
に
伸
び
た
と
い
わ
れ
る
。
本
資
料
は
高

田
が
自
ら
貼
り
つ
け
た
新
聞
切
抜
帳
。

○
錦
絵
「
憲
法
発
布
式
之
図
」（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
二︲

一
〇︲

一
）

発
布
式
の
一
八
八
九
年
二
月
五
日
、
高
田
も
新
聞
記
者
と
し
て
拝
観
を
許
さ
れ
た
。

○
憲
法
発
布
時
の
諸
新
聞
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
二︲

七
）

新
聞
各
紙
は
こ
ぞ
っ
て
憲
法
発
布
を
祝
し
た
。

○
『
講
壇
改
進 

憲
法
雑
誌
』
創
刊
号
（
図
書
館
所
蔵
サ
ワ
三
五
）

憲
法
発
布
か
ら
六
日
を
経
た
一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
、
高
田
は
憲
法
の
紹
介
と

研
究
を
目
的
に
『
講
壇
改
進 

憲
法
雑
誌
』
を
発
刊
す
る
。
経
営
難
の
た
め
一
年

足
ら
ず
で
廃
刊
。
高
田
の
憲
法
論
は
、
明
治
中
期
に
お
け
る
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
も

の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

○
読
売
新
聞
連
載
「
通
俗
大
日
本
帝
国
憲
法
註
釈
」（
新
聞
を
パ
ネ
ル
化
）

「
国
会
問
答
」
同
様
通
俗
的
な
問
答
体
で
、
憲
法
の
内
容
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
。
一
八
八
九
年
二
月
一
四
日
か
ら
約
二
ヶ
月
連
載
さ
れ
た
。

○
高
田
早
苗
『
大
日
本
帝
国
憲
法
註
釈
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

三
五
）

読売新聞連載「国会問答」
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憲
法
の
発
布
を
祝
賀
し
た
国
民
の
中
に
は
、
実
は
そ
の
内
容
を
全
く
知
ら
ず
、「
絹
布
の
ハ
ッ
ピ
」
が
下
付
さ
れ
る
と
思
い
込
ん
だ
者

す
ら
い
た
。
高
田
は
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
国
民
に
そ
の
内
容
を
あ
ま
ね
く
知
ら
せ
よ
う
と
、
著
書
・
演
説
等
で
精
力
的
に
啓
蒙

活
動
を
展
開
し
た
。
本
書
は
、
大
阪
の
攻
法
会
に
招
か
れ
て
行
な
っ
た
講
義
の
筆
記
。

○
『
租
税
論
』（
一
八
八
八
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

二
二
）

も
と
政
学
講
義
会
か
ら
講
義
録
と
し
て
分
冊
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
一
八
八
八
年
七
月
に
合
冊
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
売
れ
行
き
が
よ

か
っ
た
た
め
、
翌
年
一
〇
月
に
は
訂
正
・
増
補
を
施
し
第
三
版
を
刊
行
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
租
税
論
に
依
拠
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
ボ
ー
リ
ュ
ー
の
学
説
も
参
照
し
て
い
る
。

七　

文
芸
批
評
家
と
し
て

　

高
田
早
苗
は
文
芸
の
世
界
に
も
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
高
田
は
、
親
友
坪
内
逍
遥
の
記
し
た
『
当
世
書
生
気
質
』
や
、
当
時
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
批
評
を
発
表
し
、
日
本
に
近
代
的
文
芸
批
評
の
手
法
を
紹
介
し
、「
批
評
の
元
祖
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た

西
洋
の
修
辞
学
を
日
本
に
紹
介
し
た
り
、『
読
売
新
聞
』
に
著
名
な
文
学
者
を
招
聘
し
た
り
、
ま
た
日
本
の
演
劇
の
近
代
化
を
目
指
し
て

演
劇
改
良
運
動
に
も
従
事
す
る
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
な
っ
た
。
ま
た
坪
内
に
よ
る
東
京
専
門
学
校
文
学
科
の
創
設
を
後
押
し
し
、
東
京

専
門
学
校
に
多
数
の
文
学
者
を
講
師
と
し
て
招
い
た
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
「
当
世
書
生
気
質
の
批
評
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
二
一
、
一
八
八
六
年
一
月
。
図
書
館
所
蔵
サ
ト
九
七
）
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坪
内
逍
遥
の
『
当
世
書
生
気
質
』
を
批
評
し
た
も
の
。
日
本
に
お
け
る
近
代

的
文
芸
批
評
の
先
駆
け
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

○
「
佳
人
之
奇
遇
批
評
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
二
五
、
一
八
八
六
年
三
月
。
図
書
館

所
蔵
サ
ト
一
〇
〇
）

東
海
散
士
著
『
佳
人
之
奇
遇
』
を
批
評
し
た
も
の
。
高
田
は
こ
う
し
た
文
芸

批
評
に
よ
り
「
批
評
の
元
祖
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

○
『
美
辞
学
』（
一
八
八
九
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｄ
三
一︲

二
三
）

日
本
人
が
書
き
上
げ
た
最
初
の
総
合
的
な
修
辞
学
書
。
ベ
イ
ン
や
ス
ペ
ン
サ
ー
を
引
用
し
つ
つ
、
西
洋
の
修
辞
学
を
日
本
に
紹
介
し
、

日
本
の
文
学
が
よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

○
森
田
思
軒
宛
高
田
早
苗
書
翰
（
一
八
八
九
年
。
図
書
館
所
蔵
文
庫
一
〇︲

八
八
二
七︲

一
）

高
田
は
演
劇
改
良
運
動
に
も
参
加
し
た
。
こ
の
書
翰
は
ユ
ー
ゴ
ー
の
翻
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
森
田
思
軒
に
宛
て
て
、
演
劇
改
良
団

体
で
あ
る
演
芸
協
会
に
つ
い
て
語
っ
た
書
翰
。

○
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
宛
高
田
早
苗
書
翰
（
図
書
館
所
蔵
ヌ
六︲

九
二
三
〇
）

高
田
は
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
を
早
稲
田
大
学
に
招
聘
し
た
。
ハ
ー
ン
は
一
九
〇
四
年
四
月
か
ら
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
同
年
九
月
末
に

急
逝
し
た
。
著
作
『
怪
談
』
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
一
九
〇
四
年
五
月
二
四
日
付
礼
状
。

西洋の修辞学を先駆的に
紹介した『美辞学』
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八　

企
業
経
営

　

高
田
に
は
起
業
家
と
し
て
の
一
面
も
あ
っ
た
。
最
も
代
表
的
な
も
の
は
東
京
専
門
学
校
出
版
部
の
経
営
で
、
危
機
に
陥
っ
た
と
き
高
田

は
出
版
部
を
学
校
か
ら
分
離
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
一
身
に
背
負
っ
て
経
営
を
立
て
直
し
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
関
係
者
に
よ
っ
て
創
立

さ
れ
た
日
清
印
刷
株
式
会
社
（
現
・
大
日
本
印
刷
）
や
、
日
清
生
命
保
険
株
式
会
社
（
現
・
Ｔ
＆
Ｄ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
生
命
）
の
産
婆
役
を
果

た
し
た
。
ほ
か
に
も
、
起
業
を
志
す
校
友
を
渋
沢
栄
一
ら
の
実
業
家
に
紹
介
す
る
な
ど
、
陰
か
ら
起
業
活
動
を
支
え
た
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
「
政
学
講
義
会
設
立
の
趣
意
」（『
中
央
学
術
雑
誌
』
二
七
、
一
八
八
六
年
四
月
。
パ
ネ
ル
）

一
八
八
六
年
、
高
田
早
苗
は
東
京
専
門
学
校
の
講
義
を
も
と
に
講
義
録
を
発
行
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
横
田
敬
太
経
営
の
政
学
講
義

会
か
ら
講
義
録
を
発
刊
す
る
。
の
ち
一
〇
〇
万
人
以
上
の
受
講
者
を
得
た
『
早
稲
田
講
義
録
』
の
源
流
で
あ
る
。
翌
年
、
政
学
講
義
会

は
東
京
専
門
学
校
出
版
局
と
名
前
を
変
更
。

○
『
政
学
部
講
義
』
第
一
号
（
一
八
八
七
年
。
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
Ｅ
三
五︲

六︲

一
）

東
京
専
門
学
校
出
版
局
発
行
の
講
義
録
。
高
田
は
「
政
体
論
」
を
連
載
し
た
。

○
『
日
清
印
刷
株
式
会
社
創
立
日
誌
』『
日
清
印
刷
株
式
会
社
開
業
記
事
、
其
他
記
録
』（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
〇
二
三︲

一
三︲

一
、
二
）

早
稲
田
大
学
出
版
部
の
本
や
講
義
録
の
発
行
量
が
増
え
た
た
め
に
、
滞
り
な
く
印
刷
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
高
田
は
、

日
清
印
刷
株
式
会
社
の
設
立
を
発
起
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
九
〇
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
そ
の
設
立
過
程
を
記
し
た
日
誌
。
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○
日
清
印
刷
株
式
会
社
事
業
報
告
書
（
図
書
館
所
蔵
ヨ
一
〇︲

七
三
三
八︲

四
、
八
、
九
、
一
二
）

日
清
印
刷
は
、
出
版
部
の
印
刷
を
全
面
的
に
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
創
業
直
後
に
東
京
書

籍
よ
り
国
定
教
科
書
印
刷
を
受
注
す
る
な
ど
、
順
調
な
発
展
を
遂
げ
る
。
一
九
〇
九
年
に
市

島
謙
吉
が
相
談
役
に
加
わ
る
と
、
そ
の
後
二
年
足
ら
ず
で
利
益
金
額
は
二
倍
以
上
の
二
万
六

千
円
に
ま
で
達
し
た
。

○
日
清
生
命
保
険
株
式
会
社
広
告
ポ
ス
タ
ー
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

日
清
生
命
保
険
は
、
慶
応
義
塾
中
心
の
千
代
田
生
命
に
対
抗
し
て
、
大
隈
お
よ
び
早
稲
田
関

係
者
を
中
心
に
一
九
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
早
稲
田
の
卒
業
生
を
主
な
顧
客
に
想

定
し
て
い
た
。
高
田
は
発
起
人
と
し
て
、
そ
の
産
婆
役
を
果
た
し
た
。

九　

私
人
高
田

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
私
人
と
し
て
の
高
田
に
ま
つ
わ
る
品
々
を
集
め
た
。
高
田
家
に
残
っ
て
い
た
遺
品
の
多
く
は
戦
災
で
焼
け
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
品
々
が
、
高
田
の
人
と
な
り
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

﹇
主
な
展
示
品
﹈

○
熱
海
小
宴
図
（
坪
内
逍
遥
筆
、
市
島
謙
吉
識
語
。
演
劇
博
物
館
所
蔵
九
〇
六
七
）

一
九
二
四
年
一
月
一
六
日
、
高
田
・
坪
内
・
市
島
謙
吉
・
黒
須
広
吉
が
熱
海
の
露
木
旅
館
に
会
合
し
た
と
き
に
坪
内
が
描
い
た
戯
画
。

日清印刷株式会社創立関連史料
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煙
管
を
手
に
寝
そ
べ
っ
て
い
る
の
が
高
田
。

○
高
田
早
苗
家
族
写
真
（
二
〇
〇
九
年
寄
贈
資
料
）

○
高
田
早
苗
立
像
（
石
本
暁
海
作
、
一
九
一
七
年
。
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

一
九
一
五
年
京
都
で
の
大
正
天
皇
の
即
位
礼
に
際
し
て
写
し
、
一
九
一
七
年
に
完
成
し
た
。

○
書
幅
「
謡
曲
十
五
徳
」（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
謡
曲
台
本
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
高
田
早
苗
旧
蔵
の
住
所
録
『
宿
所
控
帳
』（
図
書
館
所
蔵
ヌ
六︲

七
一
一
三
）

○
高
田
清
雄
宛
高
田
早
苗
し
ゃ
も
じ
書
翰
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
高
田
清
雄
宛
高
田
早
苗
絵
葉
書
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
懐
中
時
計
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
眼
鏡
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
銅
版
レ
リ
ー
フ
（
高
田
興
治
氏
所
蔵
）

○
高
田
早
苗
吹
込
レ
コ
ー
ド
「
新
皇
室
中
心
主
義
／
謡
曲　
〈
隅
田
川
〉〈
松
風
〉」

（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
二
〇
〇
四
年
度
寄
贈
資
料
）

偏
狭
な
忠
君
愛
国
主
義
を
批
判
し
た
演
説
と
最
大
の
趣
味
の
謡
曲
を
吹
き
込
ん
だ

も
の
。

○
高
田
早
苗
早
稲
田
大
学
葬
関
係
書
類
（
一
九
三
八
年
。大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
三

号
館
旧
蔵
資
料
」
四
六︲

五
）

染井墓地高田早苗追慕之碑
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○
染
井
墓
地
高
田
早
苗
追
慕
之
碑
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
写
真
Ｂ
九
三︲

一
〇
）

一
九
三
九
年
に
建
立
さ
れ
た
。
市
島
謙
吉
題
額
、
五
十
嵐
力
撰
・
書
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
「
高
田
早
苗
展
」
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
育
成
者
と
し
て
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

高
田
の
多
彩
で
先
駆
的
な
活
動
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
ま
た
高
田
早
苗
の
御
子
孫
の
方
か
ら
も
史
料
を
借
用
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

側
面
に
も
光
を
当
て
た
。
少
し
で
も
多
く
の
方
が
「
高
田
早
苗
展
」
を
ご
覧
に
な
り
、
高
田
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で

あ
る
。

　

な
お
、
高
田
早
苗
に
は
回
顧
録
『
半
峰
昔
ば
な
し
』
が
存
在
し
、
近
代
日
本
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
お
り
、
ま

た
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
、
高
田
早
苗
の
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
を
学
問
的
に
検
討
し
た
『
高
田
早
苗
の
総
合
的
研
究
』
を
刊
行
し

て
い
る
。
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
て
高
田
に
興
味
を
抱
い
た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
書
物
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
、
早
稲
田
が
誇

る
偉
人
の
一
人
で
あ
る
高
田
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

附
記
： 

展
示
に
あ
た
っ
て
、
高
田
早
苗
の
御
子
孫
に
あ
た
る
高
田
興
治
氏
よ
り
、
多
数
の
貴
重
な
所
蔵
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


